
　
　

期
日
前
投
票
所
の
設
置
要
望
が
多

く
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
参
議

院
議
員
選
挙
終
了
後
、
市
と
区
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
合
同
会
議
の
中
で
早
急

に
議
論
を
進
め
て
い
く
。（
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
上
に
ガ
ソ
リ
ン
、
食

料
品
、
電
気
料
金
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
物
価
高
騰
で
、
市
民
の
暮
ら
し
は
深

刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
か
ね
て
か

ら
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
て
き
た

が
、
国
の
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て

活
用
し
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

給
食
費
の
負
担
軽
減
だ
け
で
は
、

全
て
の
子
ど
も
を
支
援
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
市
全
体
と
し
て
幅
広
く
子
育
て

世
帯
を
対
象
と
し
た
支
援
を
提
案
し
た
。

（
教
育
長
）

信
濃
川
沿
岸
地
区
の
良
好
な
景
観
形
成
と

　

乳
幼
児
の
不
慮
の
事
故
防
止

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

本
市
は
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

の
指
定
を
受
け
、
萬
代
橋
周
辺
の
建
物

の
50
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
制
限
の
緩
和
を

提
案
し
て
い
る
が
、
本
市
の
よ
う
に
３

倍
以
上
の
緩
和
を
認
め
る
景
観
計
画
は

全
国
的
に
は
存
在
し
な
い
。
良
好
な
景

観
形
成
に
お
い
て
本
市
の
高
さ
制
限
の

緩
和
は
極
端
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

都
心
部
に
ふ
さ
わ
し
い
高
さ
の
観

点
も
含
め
た
景
観
形
成
基
準
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
景
観
審
議
会
の

意
見
を
頂
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

‌　
　

乳
幼
児
の
死
因
の
多
く
は
不
慮
の

事
故
に
よ
る
も
の
で
、
発
生
場
所
は
家

庭
内
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
日
常
生
活

空
間
を
再
現
し
体
感
に
よ
り
具
体
的
に

防
止
方
法
を
学
べ
る
セ
ー
フ
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

親
子
連
れ
が
集
ま
る
子
ど
も
支
援

施
設
に
は
現
状
で
は
常
設
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
は
な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
機
会

を
捉
え
て
、
事
故
防
止
の
啓
発
も
検
討

し
て
い
く
。

職
員
の
地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
画
と

　

農
村
集
落
の
活
性
化
に
向
け
て

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

‌　
　

労
働
力
不
足
に
悩
む
農
業
を
職
員

の
副
業
と
し
て
応
援
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
人
材
不
足
と
言
わ
れ
る
自
治

会
・
町
内
会
役
員
、
地
域
の
消
防
団
な

ど
、
職
員
の
地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
画

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

本
来
の
職
務
に
支
障
が
な
い
前
提

で
、
職
員
の
地
域
活
動
の
経
験
が
よ
り

良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ
う
、

公
務
員
の
営
利
企
業
等
従
事
制
限
に
関

す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●公務員の営利企業等従事制限
　公務員は、地方公務員法第38条において、営
利企業などへの従事制限が定められているが、
職員から従事の申請があった場合には、任命権
者は条件によって許可することができる。
　本市では、従事することにより全体の奉仕者
たる公務員の本旨に反したり、職務専念義務と
矛盾したりするような結果を防ぐため、申請が
あった際には、特別の利害関係がなく、その発
生の可能性もなく、かつ職務の遂行に支障がな
いと認められるときに限り許可している。

‌　
　

恵
ま
れ
た
田
園
集
落
を
抱
え
る
本

市
と
し
て
、
農
村
集
落
の
人
口
減
少
対

策
・
活
性
化
に
向
け
、
農
地
付
き
空
き

家
の
売
買
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
農
業
を
志
す
若
者
や
移
住

者
を
迎
え
る
機
会
で
あ
り
、
農
村
に
お

け
る
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
積
極

的
な
施
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

新
規
就
農
者
の
確
保
や
農
村
集
落

の
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

農
地
付
き
空
き
家
の
活
用
促
進
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

こ
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
料
化
と

　

肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援

倉
茂　

政
樹

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

兵
庫
県
明
石
市
が
取
り
組
ん
だ
こ

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
、
周
辺
の
７

つ
の
自
治
体
に
も
広
が
っ
た
。
本
市
で

も
財
源
を
や
り
く
り
し
て
こ
ど
も
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
な
く
し
、
国
の
助

成
制
度
創
設
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
無

料
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

全
国
一
律
の
医
療
費
助
成
制
度
を

創
設
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

‌　
　

食
料
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
農
業

資
材
、
特
に
肥
料
価
格
が
高
騰
し
て
お

り
、
米
価
の
下
落
に
加
え
て
打
撃
と

な
っ
て
い
る
。
千
葉
市
で
は
肥
料
価
格

高
騰
対
策
と
し
て
高
騰
分
を
助
成
す
る

こ
と
と
し
た
。
本
市
で
も
肥
料
価
格
高

騰
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

本
定
例
会
の
補
正
予
算
で
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
低
減
と
有
機
質
肥
料
の

活
用
促
進
に
向
け
、
地
域
の
畜
産
農
家

の
堆
肥
づ
く
り
や
、
循
環
型
農
業
の
推

進
に
向
け
た
設
備
投
資
を
支
援
す
る
制

度
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

佐
渡
金
山
世
界
遺
産
登
録
に
関
す
る
対
立
と

　

徴
用
工
像
の
設
置
に
つ
い
て

深
谷　

成
信

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

政
府
は
佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登

録
へ
の
推
薦
を
決
定
し
た
が
、
韓
国
外

務
省
は
強
制
労
働
の
現
場
を
理
由
に
撤

回
を
求
め
る
と
発
表
し
、
韓
国
国
内
で

は
事
実
に
反
す
る
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
。
戦
時
労
働
に
お
け
る
徴
用
に
よ
る

労
務
は
強
制
労
働
に
関
す
る
条
約
上
の

強
制
労
働
に
は
該
当
せ
ず
、
こ
の
よ
う

な
表
現
は
適
切
で
な
い
と
日
本
政
府
は

閣
議
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　
　

閣
議
決
定
に
お
い
て
、
募
集
、
官

斡あ

っ

旋せ

ん

お
よ
び
徴
用
に
よ
る
労
務
は
強
制

労
働
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
示
さ
れ

て
い
る
。
閣
議
決
定
内
容
は
、
国
が
適

切
に
判
断
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

‌　
　

交
流
協
定
都
市
の
韓
国
蔚ウ

ル

山サ
ン

市
に
、

日
本
の
統
治
時
代
に
行
わ
れ
た
強
制
労

働
の
象
徴
だ
と
す
る
徴
用
工
像
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

　
　

市
民
団
体
が
、
蔚
山
市
の
許
可
を

得
て
設
置
し
た
も
の
だ
が
、
何
ら
か
の

意
図
を
も
っ
て
設
置
を
許
可
し
た
と
は

考
え
て
い
な
い
。

観
光
Ｖ
字
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
と

　

学
校
と
地
域
が
連
携
す
る
災
害
対
応

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

‌　
　

政
府
内
で
は
県
民
割
の
対
象
を
全

国
に
拡
大
す
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
が
国
内
観
光
客
を
獲
得
す
る
た
め

の
切
り
札
は
、
世
界
遺
産
国
内
推
薦
が

決
定
し
た
佐
渡
市
と
佐
渡
の
玄
関
口
に

当
た
る
本
市
と
の
連
携
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

今
月
、
誘
客
連
携
協
定
を
佐
渡
市

と
締
結
し
誘
客
体
制
な
ど
を
強
化
す
る
。

ま
た
協
定
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
ホ

テ
ル
や
旅
館
な
ど
と
協
力
し
宿
泊
の
受

け
皿
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。佐渡市との誘客交流連携協定締結式（６月30日）

‌　
　

高
齢
化
が
進
む
地
域
や
仕
事
で
昼

間
人
口
が
少
な
い
住
宅
街
で
は
日
中
に

発
災
し
た
場
合
、
支
援
者
が
不
足
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
体
力
が
あ
り
身
軽

に
動
け
る
中
学
生
は
と
て
も
頼
り
に
な

る
存
在
で
あ
る
。
中
学
校
な
ど
と
災
害

対
応
に
つ
い
て
連
携
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
。
地
域
と
学
校
の
協
働

に
よ
る
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
む
よ
う
引
き
続
き
努
め
る
。

（
教
育
長
）

期
日
前
投
票
所
設
置
の
検
討
状
況
と

　

学
校
給
食
費
保
護
者
負
担
の
軽
減

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

江
南
区
で
は
曽
野
木
連
絡
所
に
、

東
区
で
は
山
の
下
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
望
む

声
が
あ
る
。
東
区
の
同
セ
ン
タ
ー
は
過

去
に
投
票
所
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た

経
緯
も
あ
る
。検
討
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
伺
う
。

山の下まちづくりセンター

市民活躍・持続可能な行財政運営分科会
《所管事項》 総合計画に係る多様な市民の活
躍、持続可能な行財政運営についての調査研究

《申し入れ項目》
１　‌�多様な市民の活躍（女性・障がい者・外

国人など）、文化芸術・スポーツの推進
２　‌�SDGsの推進、多様な主体との連携、地

域の特性を活かしたまちづくりの推進
３　持続可能な行財政運営

子育て教育・暮らし安心分科会
《所管事項》 総合計画に係る子育て・教育、
健康で安心な暮らしについての調査研究

《申し入れ項目》
１　結婚・出産・子育てへの切れ目ない支援
２　‌�これからの社会をたくましく生き抜く

力の育成
３　‌�生涯にわたって健康で安心して暮らせ

る社会づくり

経済活力・交流促進分科会
《所管事項》 総合計画に係る経済活力の向上、
交流の促進についての調査研究

《申し入れ項目》
１　‌�地域企業の経営力強化、成長産業の創

出と育成、働きやすい職場環境の整備
２　‌�交流人口の回復・拡大、国際交流の推進、

多様な支援による移住・定住の促進
３　‌�豊富な田園資源を活かした儲かる農業

の実現

環境保全・まちづくり分科会
《所管事項》 総合計画に係る環境保全、安心
安全で持続可能なまちづくり、拠点性の向
上についての調査研究

《申し入れ項目》
１　‌�脱炭素・循環型社会の実現、自然との

共生、良好な生活環境の確保
２　‌�安心安全で災害に強い地域づくり、持

続可能なインフラの整備
３　都市機能の充実と拠点性の向上

　市議会では、次期総合計画に関する議論をさらに深めるため、総合計画特別委員
会に分野別の４つの分科会を以下のとおり設置し、議論を行いました。
　５月23日には、分科会で議論した内容をまとめ、市長への申し入れを行いました。
　市では、議会や市民などの意見を踏まえ、６月に素案を作成しました。

総　合　計　画　特　別　委　員　会

にいがた市議会だより 4令和４年（2022年）８月７日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


